
暮らしの中の生物多様性

グリーンマップ集

COP10グリーンマッププロジェクト

2010年10月9日（土）～10月24日（日）
地球市民交流センター多目的室に展示

COP10グリーンマッププロジェクト実行委員会

Green Map of biodiversity in our living



エネルギー自産自消100％の暮らしグリーンマップ	 NPO法人太陽光発電所ネットワーク	 P1

東部丘陵・天白川いきものマップ・夏編	 NPO法人にっしん市民環境ネット	 P2

区民がみつけた生物多様性	 グリーンマップみどり	 P2

日本デンマーク「安城」の生物多様性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 安城市環境アドバイザー	 P3

奥三河の広葉樹・いきものたち	 いきものの森復元研究会	 P3

グリーンマップ北COP10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 地域ホットライン北	 P4

アマモ場の夜の生き物たち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	「あいちの海」グリーンマップ	 P4

尾張旭いきものマップ／尾張旭巡見・いきものマップ　　　　　　　　　　　　　	 グリーンマップ尾張旭	 P5

犬山グリーンマップ／犬山いきものマップ　　　　　　　　　　　　　　	 グリーンマップ犬山	 P5

尾張旭いきものマップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 尾張旭こども自然学校	 P6

あつた 宝さがしマップ　～緑と歴史があふれる町～	 東海工業専門学校熱田校 高等課程生徒会	 P6

赤松町みちくさ探検隊グリーンマップ　	 みちくさ探検隊／パワフル探検隊グループ	 P7

ふるさとマップ平貴（ひらき）　	 東部ふるさと自然探検隊／しらさぎ探検隊グループ	 P7

豊田市旭地区池島町グリーンマップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 内閣府認証NPO法人 Earth as Mother	 P8

円頓寺商店街の中の生物多様性　ルートマップ①歴史散策ルート　　　　　　　	 愛知商業高等学校　課題研究「マーケティング研究」	 P8

円頓寺商店街の中の生物多様性　ルートマップ② 小学生向け歴史ルート　　　	 〃	 P9

円頓寺商店街の中の生物多様性　ルートマップ③  円頓寺食ルートマップ　　　　　	〃　	 P9

円頓寺商店街の中の生物多様性　ルートマップ④若者ルート「YOUNGUL」　　　	 〃	 P10

円頓寺円JOY! マップ～名チャリ2010とコラボした高校生による地域活性化活動～	 愛知商業高等学校　商業研究グループ　プロジェクトチーム	 P10

なんでもあり！多様性のある町、大須	 どまんNaka グリーンマップ	 P11

公園を利用する人たち	 どまんNaka グリーンマイスターの会	 P11

自然がいっぱいマップ	 モリゾー・キッコロ里山学校（朝日新聞社）	 P12

クマノドキドキマップ	 〃	 P12

阪本地区グリ～ンマップ	 〃	 P13

阪本自然博物館	 〃	 P13

阪本新聞　阪本の自然　　　　　　　　　　　　　　　	 〃	 P13

雁ぶらマップ	 雁道おかみさん会	 P14

フェアトレードMap　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 愛知大学国際協力サークルSEED、328(みつば)～中部フェアトレード学生ネットワーク～	 P14

思い出グリーンマップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 名城大学附属高校写真部	 P15

思い出グリーンマップ　滋賀の巻	 名城大学附属高校写真部	 P15

交流マップ　Meijo － commu　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 名城大学附属高校　総合学科人間コミュニケーション	 P16

瀬戸の名木	 グリーンマップせと	 P16

よこはまマザーポートMAP ～ハマの文化・自然・まちと乗り物～　　　　	 グリーンマップ横浜＆よこはまマザーポート楽校	 P17

金城物語～守山の香りを感じて～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 KSC（Kinjyo Gakuin Satoyama Conservation）	 P17

美濃加茂市の環境・名所マップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 美濃加茂GIS 研究会	 P18

京ヶ峰に登ったよ！	 岡崎市立緑丘小学校4年生と担任一同	 P18

栄南街でみつけた生物多様性＋α	 ウィラブナゴヤ協議会	 P19

子どもたちと大学生の長久手わくわくマップ！①　　　　　　　　　　	 長久手町内の子どもたちと愛知淑徳大学 コミュニティ・コラボレーションセンター	 P19

特別出展　子どもたちと大学生の長久手わくわくマップ！②　　　　　　　	 長久手町内の子どもたちと愛知淑徳大学 コミュニティ・コラボレーションセンター	 P20

特別出展　2010年度　DECOウォークルーキー in 桜区　　　　　　　　　	 2010年度新入社員（株式会社デンソー）	 P20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

No. マップタイトル 制作グループ名

もくじ

COP10グリーンマッププロジェクトとは

　2010年10月に名古屋でCOP10（生物多様性条約第10回締約国会議）が開催されることをきっ

かけに、生活者の視点から身の回りの生物多様性に目を向けてみようと、2010年5月に立ち上がっ

たのが「COP10グリーンマッププロジェクト」です。このプロジェクトでは、国際的な環境活動で、世

界共通の絵文字を使うグリーンマップづくりを提案。この呼びかけに、半年間という短い準備期間に

も関らず、40近くのグループが参加してくれました。また、一般のみなさんから写真やコメントなど個

々の情報もたくさん寄せていただき、印刷物として「生物多様性グリーンマップ」（英語版も）を作成

し、会期中に配布しました。他にも、展示イベントや、国内外のゲストを呼んでフォーラムを開催する

など、たくさんの方に、グリーンマップを通じて交流してもらうことができました。

頁
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COP10グリーンマッププロジェクト

　2010年10月9日（土）から24日（日）まで、地球市民交流センター（愛・地球博記念公園内）で開催さ

れた「暮らしの中の生物多様性」グリーンマップ展に寄せられたグリーンマップは、それぞれ独自のテーマ

で作成され、制作に参加したみなさんの気づきや想いがいっぱい込められています。それらのマップを制

作者のコメントと併せて記録集としてまとめました。

　エネルギーの消費者として電気を“買わない”“使
わない”生活に太陽光発電の設置者も参加し、地
域にあるひとつひとつの省エネの工夫がさまざま
な暮らしへ反映＆行動に結びつけばと考えます。
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NPO法人

が

　現在、開発の危機にさらされている東部丘陵。わたし
たちはこのいきものの宝庫の森を次の世代につなぐため、
環境省の「いきものみっけ！」事業とタイアップして永
久保存版の「いきものマップ」を作成しました。

　緑区の人が身のまわりの生き物について感じたことを
まとめました。昔に比べ数が少なくなっています。緑区
は人口が増え「みどり」が少なくなったのが原因です。
生き物が住みやすくなる方法をみんなで考えましょう。
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　日本デンマーク時代の安城市は豊かな生物多様性でし
たが、現在の田園都市・工業都市では、①台地の表面水
流が減少、②都市化による緑被率の減少、③圃場の環境
の変化などにより大幅な生物多様性の変化が見られた。

　都会にいると、山の状態や苦労は分かりにくいもので
す。でも、山の人々も都会人が求めているものは分かり
にくい。お互いに理解しあうことで地域の自然の質を高
めていくことができるという願いを込めて作りました。
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・「出会い　ふれあい、学びあい」（調査時には幅広い年代層、家族が参加）
・作成時には、各自が得意分野を発揮！（絵描き、写真、調べる、まとめなど等）
・当初の願い通り「マップを参加者の笑顔で囲む」ことができて、一同満足！

　冬になると真夜中に汐が干くようになります。寒いです
が、真夜中の干潟では、ウミホタルやウミサボテン、ヒカ
リウミウシなど暗闇で光る夜行性の生き物が見られます。
新種のイトツキハナギンチャクも見つけましたよ！
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　尾張旭は古くからの歴史のある町です。地域と自然は、自
分たちの住む町だけでなく隣の町ともつながり、私たちの生
活はその中で営まれます。町の人たちに隠れた話を聞きなが
ら、「まちづくり」につながるマップづくりをめざしています。

　犬山は観光都市ですが、古くからそこに住んでいる人々
の暮らしの技や、町全体の環境を再発見するマップです。毎
回、旅をするように歩き、地域の人々と交流しながらマップ
を作っています。
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　市内の学区の違う子どもたちが集まって、自然の中に
ある素材を使ってモノを作るなどの体験を通して自然を
学んでいます。その学びのひとつとして、知らない町を探
検して調べ、みんなで楽しくマップにしてみました。

　私たちの学校は熱田区内にあります。「緑と歴史」があ
ふれているこの町を是非皆さんに伝えたいと想い、マップ
のテーマにすることにしました。このグリーンマップを手
に、一緒に宝さがしに出かけてみませんか？
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　日常生活においても自然との思わぬ出会いを楽しむ「み
ちくさ」のススメ。身近な生活圏にも素敵な自然環境が隠れ
ている。グリーンマップを用いて持続可能な社会に至る手
法を共に学ぼう。自然は君の足元から始まっているんだ。

　むかしをたずねて時を超え、野をたずねて食べまくり、川
をたずねて遊びまくれ、この町は君たちの町だ。今が通り過
ぎて行く前にこころに刻み付けろ！ふるさとを…みたいな。
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　当会は池島町にて農事活動をさせていただいております。
今回作成に当たり、お世話になっている自然豊かな池島町
のご紹介ができればと思い作成しました。ご協力いただきま
した地域の方々に感謝申し上げます。

　名古屋駅から円頓寺商店街を経由して名古屋城に向かう
歴史探索ルートです。歴史ルートらしく、古めかしい趣のあ
る作品を目指しました。多くの人に、この地域の良さを知っ
ていただき、実際にこのマップで、いろいろな人にこのルー
トを歩いていただければいいなぁと思います。
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　エコロジー及び文化的な施設にスポットを当て、小学生向
けに作成しました。色づかいやふりがな、キャラクターを使
うなど、低年齢層に優しいマップになるよう工夫しました。
小学生にわかりやすく伝えるために、神社の歴史も詳しく学
ぶことができたので楽しかったです。

　世代や性別関係なく共感し合える“食”を通して、商店街
を活性化しようというコンセプトで作りました。詳しく知っ
てもらえるように、何度も足を運びお店の人に聞き込みをし
たり、実際に食べたり、工夫をしました。食べ物もおいしく、
歴史も多くあり、あたたかい人ばかりのこの商店街を、沢山
の人が知り、訪れてくれたら嬉しいです。
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村尾麻里奈、浅野貴帆
研究

　商店街に若者を集めたい想いで作成しました。まずは、新
しいものに目がいってしまう若者に対してどのように伝統あ
る商店街をアピールすれば良いかを考えましたが、いろいろ
調べていくうちに沢山の発見がありました。私たち若者が
昔ながらの伝統を感じつつ楽しめる商店街を多くの人に知
ってほしいと思います。

　「名古屋で最も歴史のある円頓寺商店街を多くの人に知っ
てもらい、親しまれる存在にしたい」という想いで何度も商
店街に出かけ制作しました。回遊ルートマップでは「名チャ
リ社会実験」とコラボするなど、マップ制作を通して、地元
の企業や行政、地域の人たちと連携したり、地域資源を活
用することで、少しずつ地域に貢献できていると手応えを
感じています。
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リーンマイ

　晴天の午後ぶらりと大須に出掛けた。縁日とあって通行
人が多い。大須観音の骨董市をひやかして東仁王門通を
散策する。「ピザ」「鶏丸焼き」「たこ咲」の前では行列が
あり、トルコ料理店でサンドイッチとコーラを注文。食べな
がら「独り言」日本の若手シェフよ、大須のＢ1グルメを開
発してくれよと…。

　我々のマップ「公園を利用する人たち」の狙いは、未来を
担う子ども達が公園でしっかり遊んでほしいという願望が
含まれています。それに対して現在の公園は子どもの要望
に応えているでしょうか？ 今後の課題は「夢の公園」が実
現するかどうかにかかっているといえそうです。共に頑張り
期待に応えたいですね！
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　熊野古道の自然と文化を脈々と受け継いでいる棚田の
里、阪本集落で実施。阪本の方々は、グリーンマップを通
じた都会の子どもたちとの交流によって、自分たちの里の魅
力を再確認し、大きな宝物を得たようです。

  〈朝日新聞社　日丸美彦〉

※モリゾー・キッコロ里山学校は、朝日新聞社の環境への取り組みです。

　阪本のテーマは「遺産」＝「人が遺したもの」「地球にあ
る自然」です。子どもたちは人がつくったものよりも生き物
（自然）を見つけるのに夢中でした。その姿はまるで宝探
しをしているようで、活き活きした顔が印象的でした。

〈うみがめいるかまもり隊　中村眞貴子〉
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　雁ぶら(雁道をぶらぶら歩くこと)が楽しくなる
まちづくりを目指している雁道おかみさん会が、
作製したマップです。どこか懐かしい古い雁道商
店街をこのマップを持って歩いてみませんか。

　名古屋市内のフェアトレード商品を扱う店舗・団体をMAPにしました。制作期間は約2ヶ月間。多くの方の
力を借りて取り組みました。何もかも初めてで、各方面への掲載許可の申請やデザイン構成、材料買い出し、
実際の訪問、来場者の方に好評だった英訳、どれも大変でした。しかし、その分やり甲斐があり、完成した時
はとても嬉しく喜んだのを覚えています。フェアトレードとは買い物することでできる国際協力。このMAPを
通して「私にもできる！」「やってみよう」と思ってもらえるように、そんな気持ちを込めて作りました。
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　このマップは、今まで写真部で旅したところを中心にし
ました。行った範囲が広いので、1枚にまとめるのは大変
でした。今度はもう少し範囲をしぼって作りたいと思います。

〈3年 深見有沙　1年 柴山果歩〉

　写真部の合宿で、滋賀に行きました。自然豊かな島や、
自然と共存しているような街並みが印象に残っています。こ
れからもいろいろな所を旅して、写真を使ってその場所の良
さを伝えたいと思います。　　　　　　　 　〈1年 松田彩伽〉
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　私たちは、自分たちでイベントを企画し、地域の方と交
流しています。環境をテーマにした活動は誰もが取り組み
やすいと思いました。　　　　　　　〈3年 中田　持田　吉田〉

　非常に貴重な【マルバタラヨウ】とか【マメナシ】、また
瀬戸の産業を支えたと言われる【イスノキ】をはじめいろい
ろな樹木を何も知らずに調べていましたが教えられること
ばかりでした。これからもこれら樹木が長生きできること
を願っています。
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　観光地でもある横浜のマザーポートエリアを「多様性」
をテーマに歩き、発見したのは「文化、自然、乗り物」の
多様性だった。その嬉しい気持ちをたくさんの写真と手書
きコメントで表現。ぜひ遊びに来てください！

　グリーンマップ作製を通して、自分たちがいつも通ってい
るのにもかかわらず、見逃している場所が多いことに気付
きました。改めて自分が通っている学校を知ることができ、
グリーンマップを作ってよかったです。
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　環境にちなんだテーマで市販の学研のキットで調査しま
した。私たちが住んでいる美濃加茂市を知ってもらい、い
つか訪れていただけることを願っております。皆様から貴重
なご意見を聞くことができ感謝しています。

校 4年生と

　このマップは、4年生が京ヶ峰に登り、みつけた植物等
をまとめたものです。その後は、自分が調べてみたい環境
に関する新聞記事を発表し合い、リサイクル活動や動植物
を大切にするために自分たちができることを話し合っていま
す。将来人と自然が調和し、共存できる社会の構築を目指
す基となる智恵や心が育ってほしいと願っています。
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　"女子大生が欲しくなるグリーンマップ"を意識して作りま
した。カフェ探しを入れることによって、私たちも楽しみなが
ら取り組むことができました。今後マップを配布して、グリー
ンマップを知ってもらえるきっかけになれたらと思います。

　町内には小学校が6校あります。ですので、1年間に2校
区でマップづくりを行うと、3年後には町全体のマップ完
成です♪こんな素敵な試みに、2009年度から各小学校に
通う児童と愛知淑徳大生が取り組んでいます☆
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　「通学路で新たな発見をしよう！」をテーマに、愛知淑
徳大生が企画・運営しました。参加した南小の子どもた
ちからは、「アイコンシールが41コあったからうれしい！」
「最初に花を見つけました。チョウも見つけたりして楽し
かったです♪」などの感想をいただきました。

　新入社員371名が地域の方と取り組んだ
「DECOウォークルーキー in 桜地区」。
　「目線を変えると、いつもの道も新鮮に
感じる」などの感想が寄せられ、新入社員
の想いが込められたマップになりました。



COP10グリーンマッププロジェクトの活動の様子から

●キックオフミーティング
2010年5月24日
CBC（中部日本放送）放送センター6階サンク

●「暮らしの中の生物多様性100選」
2010年10月9日・10日・16日・17日・23日・24日
大芝生広場

総勢約100名の方にご参加いただ
き、和やかにプロジェクトへの想
いを共有しました。 

みなさんから投稿いた
だいた「暮らしの中の
生物多様性スポット情
報」 316 件の中から選
ばれた100 選と、各種
賞（大賞、CBC賞、中日
新聞社賞、COP10 支援
実行委員会事務局長賞）
を発表しました。 

ステージイベント。グリーンマ
ップづくりに参加した小学生
の発表などが行われました。

グリーンマップの創始者ウ
ェンディ・ブラウアー氏や
インドネシアグリーンマッ
プのマルコ氏など、海外・

国内のグリーンマップメーカーからの
プレゼンテーションがありました。

COP10期間中イベント
＜愛・地球博記念公園内＞

総勢約100名の方に
ご参加いただき、和や
かにプロジェクトへの
想いを共有しました。 

プロジェクトの進捗状況の報告
や、様々なゲストの方をお迎えし
て「COP10 について思うこと」
と題してお話をいただいたり、
グリーンマップづくりの制作状況
を発表しあったりしました。

●「暮らしの中の生物多様性」
　グリーンマップ展
2010年10月9日～24日
地球市民交流センター多目的室3

土日の開催では、１日に、
200～350人ほどの方が
来場されました。

●情報交流会
全7回／2010年5月
～10月の期間
（株）新東通信
名古屋本社 
8F会議室

フォーラム後の記念撮影

●グリーンマップフォーラム
10月23日
地球市民交流
センター
体験学習室3

グリーンマップ10選
マップをじっくりみていただくことを目的とし、来場
者の方に共感したマップに投票をしていただき、10
選を決定。投票総数は1874票となりました。
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